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研究成果の概要（和文）： 本研究の成果の概要として、4年間の研究期間を通して、国内・海外での積極的な成
果の発信を行い、国内外の学会、研究会、招待講演などは累計で49回を数えた。そのうち、海外からの招待講演
は、インドのアジア協会、デリー大学、国立タゴール国際大学、バングラデシュのバングラ・アカデミーからの
招聘など、12件を数えた。また、国内では5件の招待講演を行い、国際人類学・民族学連合大会、国際ベンガル
学会、日本文化人類学会、日本宗教学会など、内外の学会での成果の報告を行った。関連成果の業績として、査
読付き論文は8本、分担執筆の図書6本、共編著の図書2本、編著は1本を数えた。今後は、成果の体系化を進める
計画である。

研究成果の概要（英文）：  Deuring the cource of the reserch project from 2013 to 2016, it counts 49 
times of presentations on the outcomes of the research at the various academic conferences and 
research meetings including invitation lectures. Invitation lectures from abroad count 12 times 
including Asiatic Society (Kolkata), Delhi university, Visva-Bharati university (Shantiniketan), and
 Bangla Academy (Dhaka, Bangladesh), and 5 times in Japan. Regarding the academic conference, it 
includes IUAES, Internationa Congres of Bengal Studies, Japanese Association for Cultural 
Anthropology, and Japanese Association fore Religious Studies. 9 articles with peer-review for the 
academic journals, 6 co-authored books, 2 co-editored books, and an editored book are published.    
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１． 研究開始当初の背景 

岡倉天心は、1902 年に英領インドの首都
コルカタを訪問し、近代インドを代表する宗
教思想家スワーミー・ヴィヴェーカーナンダ
や、ノーベル賞を受賞した文学者ラビンドラ
ナート・タゴールらの、インドの知識人との
交流を深めた。そのインド体験を通して天心
は、アジアの諸文化に共有される普遍性を自
覚し、それを『東洋の理想』(1903)に著した。 

他方、ヴィヴェーカーナンダやタゴールに
おけるアジア認識の形成にも、近年のベンガ
ル語の史料研究によれば、天心との交流を通
した様々な思想的な影響関係が認められる。  

 

２．研究の目的 

本研究は、このようなインド世界を媒介と
して導き出された岡倉天心のアジア認識を
検証し、これまで十分には解明されてこなか
った近代インドの知識人との交流の経緯を
跡付け、その今日的な意義を明らかにしよう
とするものである。 

 

３．研究の方法 

 本計画は、近年の日印の文化交流の高まり
を背景としたインドや日本での新たな史料
研究の進展を踏まることで、これまで空白と
なっていた岡倉天心のインド知識人との交
流の経緯を跡付け、相互の思想的な影響関係
の広がりを明らかにする。 

具体的には、その岡倉天心のインド体験を
再検討するために、本計画では、特に次の、
３つの課題に注目する。すなわち、①タゴー
ルから見た岡倉天心との交流の経緯、②ヴィ
ヴェーカーナンダから岡倉天心との見た交
流の経緯、③上記の検証を踏まえることで、
日印間の文化交流の経緯とその影響の広が
りを明らかにすることである。 

 
４．研究成果 

本研究の成果の概要として、4 年間の研究
期間を通して、国内・海外での積極的な成果
の発信を行い、国内外の学会、研究会、招待
講演などは、累計で 49回を数えた。 
 そのうち、海外からの招待講演は、インド
のアジア協会、デリー大学、国立タゴール国
際大学、インド政府高等学術研究所、バング
ラデシュのバングラ・アカデミーからの招聘
など、12 件を数えた。 

また、国内では 5件の招待講演を行い、国
際人類学・民族学連合大会、国際ベンガル学
会、日本文化人類学会、日本宗教学会など、
内外の学会での成果の報告を行った。 
 関連成果の業績としては、査読付き論文は
８本、分担執筆の図書は 6本、共編著の図書
は 3本を数えた。その主な内容は、以下の通
りである。 

2016年に刊行された論文として、特に、岡
倉天心のインドでの活動について、日本では
なお未公開の資料に基づくことで、その近代
の仏教復興運動に関わる新たな側面に光を

当てた論考を、『アジア・アフリカ言語文化
研究』（92号、2016年 9月）に掲載した。ま
た、この事例と関連する近代インドにおける
宗教運動と英領インド政府の宗教政策との
関わりについて検証した論考を、『日本研究』
（第 53集、2016年 8 月）に掲載した。また、
一般の読者に向けた啓蒙書（『名著で読む世
界史 100』山川出版社）に、タゴールについ
て紹介する論考を掲載した。 

2015年度の業績としては、戦前期の仏教ア
ジア主義者で、インドでの滞在を通してマハ
ートマ・ガーンディーとの親交を深めたこと
で知られる藤井日達の事績を検証し、戦前の
日本人のインド体験を通したアジア認識の
形成過程を検証した論考を、『宗教と社会』
（第 21 号）に掲載し、あわせてガーンディ
ーの日本に対する認識過程について、特に広
島に投下された原子爆弾への発言を通して
検証した論考を、『広島平和科学』（Vol. 36）
に掲載した。 

2014年の業績としては、特に日本ではこれ
まで注目されてこなかった岡倉天心の事績
に関わる日本での史料を検証し、それをイン
ドに残されている英領期の記録と対比して
検証することで、日印交流の新たな展望を可
能にする分析視点を提示する論考を、『南ア
ジア研究』（第 25 号）に掲載した。この内容
は、日本南アジア学会で報告されるとともに、
インドの国立タゴール国際大学やコルカタ
のアジア協会などの招待講演でも報告され
ることで、日印交流の歴史的経緯を明らかに
する、新たな可能性を展望した。 
 2013 年度については、研究の初年度にあた
るが、この年には、岩波書店の『文学』（2013
年 11・12月号）より依頼を受けることで、「タ
ゴールとノーベル賞受賞の 100 年―二つの
『ギーターンジャリ』をめぐって」と題する
論考を掲載した。 

以上のような業績に基づくことで、今後は、
その成果の体系化を進める計画となってい
る。特に、天心のインド滞在の前半期に深く
関わるスワーミー・ヴィヴェーカーナンダと
の交流の概要は明らかにされてきたが、なお
後半のタゴールとの交流については、なお検
証の余地が残されている史料が多く、今後の
課題として取り組む計画である。 
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